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昭和55年11月15[I第67号 ○FFSHORE 昭和52年7月21Ⅱ第三種郵便物認可

第1回大島・初島レース事

故対策委員会が開催される

1．日時昭和55年10月14日（火)1830～2045

2．場所船舶振興ビルC会議室

3．出席者大儀見（対策委員長）

清水（専務）横山（安全）

武市（計測，支部安全）篠原（通信）

薬師寺（レース委員）鎌田（支部帆走）

久保田（トマホーク）小林（事務局）

稲富（事務局）

4．議事概要

大儀見委員長より、今回の不幸な事故は，誠に残念

であるが，我々としては，この経験を今後に活かし

て広く外洋ヨット界の教訓|とすることが、今，我々

に課せられた任務と思うので、早速、この会合を持

った次第で，台風接近に伴う強い雨にもかかわらず

出席を得て感謝します，という挨拶があった。

なお，会の進め方として，まず事実関係を明らか

にすることより始め，これをベースに充分検討の_上

教訓を求め，これを周知徹底させたいとの挨拶があ

り，久保田氏から下記報告書に基づき，事故の経過

説明が行なわれた。

続いて質疑に入り，活発な討議がなされた。いず

れ詳しい報告が同対策委員会より出されることとな

るだろうが，当日の会議で問題となった主要な点は，

下記の通りである。

1.NORC公式レース以外のインショアレース等

では，ハーネス等の安全備品が艇重量軽減のため

陸揚げされたりしているが，このような事が慣習

化されているとしたら論外であり，厳に慎しむべ

きである。

ロハーネスは，艇の搭載備品と併せ，個人所有も

検討するべきではないか。

ハ．安全検査は，定期検査の他に，各レース後に何

艇かのスポットチェックをすべきではないか（レ

ース委員会には，この権限がある)。

ニハーネス及びジャケットは，艇上において活動

し易い物に改良開発すべきではないか。

ホ．ライフリング投入時、ライフポール，シーマー

カー等容易に，また，効果的に使用できるよう各

艇で充分事前点検する必要があるのではないか。

へ．各艇とも落水時の救助訓練等を適宜行ない，そ
の処置，要領等を充分身につけるようにすべきで

はないか。

卜．レース中，エンジンを使用しなければならない

時は，おおむねシート等は，流出している場合が
多いので，クラッチを入れる前に，必ずこの点の

点検をすることを習慣づける必要があるのではな

O

(2）

いか。

以上のような，いずれも重要な問題が取り上げら

れたが，安全に関する全責任は，各艇長にかかって

いるという基本原則の再確認と，この観点から，今

回の事故の教訓を活かして，各艇の日常の安全に対

する厳しい心構えを育成するための諸方策を検討す

ることになった。このため，今後早急にレース，安

全，通信の各委員会を中,じ､に，レース運営の手引き

書の作成，通信連絡等をも含めた安全の,じ得，又，

要すれば外洋レース規則その他安全関係規則の見直

し等の作業を進め，各オーナーにも，艇長選任の責

任等に関し，重ねて明確にする等,NORCとして

の今事故に伴う今後の確たる方針を示すこととなっ

た。

惑蕊鰯

大島・初島レース事故報告書-鳥,、

トマホークⅢ〉クルー福田魁三郎

久保田要

91127日仕）

午lillO時20分くトマホークⅢ世>(以後艇と記す）

を海へおろす。メインをあげ機帆走でスタート・ラ

インへ向かう。風力は14～15mぐらいと推定。追手な

のでメインはフルメインで良いと断定。

午前11時，スタート時，風力が増したような気がし

たのでジェノアをNQ3に決定する。

午前11時00分スタート，スピンをあげる用意をす

るが，先行艇が激しくブローチングするのを見て，断

念。フルメイン,No.3で帆走する。コース角度は190｡

~200.をキープする。

この時の乗員配置

フノ
山口

三橋

坂上

福田

ムス久保田

この状態で約30分～40分ぐらい帆走。艇速は瞬間で

17～18ノット近く出た時もあったと思うが，平均でも

10～12ノット近く出ていたのではないかと思う。

この時点で，先行艇に離される為,No3ジブを観音

張りにする。観音にしたことで，コース角度は約180。

~190.まで戻すことができた。

へ

へ
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この時の乗員配置 時点でジャイブを考えるが（風早より内側へ入ったと

判断)，結局しばらく様子を見ることにする。

12時45分頃,波の頂上より下がるような感じの時,ブ

ローチングぎみとなったところへ，スターボサイド後

方より崩れ波を受け，艇は約80.ぐらいヒールして静

止した。約5～10秒間ぐらいだったと思うが，全員ラ

イフラインにつかまってぶら下がるような状態となるc

プル

この間多少の

移動あり。
ス久保田

波

この状態で約20分ぐらい帆走。艇速はやはり前の状

態と同じくらい出ていたと思う。

11時50分頃，艇がだいぶブローチングし始め,3回

目のブローチングの時,No.3ジブが上部のシームの所

で切れた為，観音張りを断念。ストーム．ジブと交換。

それでもブローチングしそうになる為，メインを2ポ

イント・リーフする。これで艇は非常に安定した。こ

の時よりコース角度は200｡～210.となる。艇速は少し

落ちたが，それでも瞬間で15ノット以上は出ていたと

思われる。

12時15分頃，乗員福田氏が休息の為，キャビン内に

入る。

二

艇が立ち直った時点で落水者がいないかどうか確認

したところ,スターボサイド･スターン部に座っていた

坂上敦子嬢がいないのがわかり，艇外を捜したところ，

約10～15m後方の海上にて発見，落水とわかった。

ただちに，艇内にて休息中の福田氏に落水を連絡，

山口君にウォッチを命ずるo

タックし，エンジンをかけ戻る。5分後，風上側よ

り坂上嬢に近づく。リーサイドより手をのばしたがと

どかず。船尾より福田氏がライフリングを手渡すぐら

いの感じで投げ，彼女がそれを受け取り抱きかかえる

のを確認した。

すぐにエンジンのみで近づこうと考え，メインを降

そうとするがおりない。すると，エンジンがとまって

しまった｡(後でわかったのだが，この時点ではガソ

リンが漏れぬようにコックをしめていた｡）

この時，艇の行き足を止めるべくジブを離していた

為，風上側のジブシートが風下側ジブシートに激しく

からまり，その為，ジブシートが完全に引き込めなく

なってしまった。

その補修をしながら，彼女の浮んでいる地点へ，ジ

ャイブしながら戻るが，風下へ流されてしまう。再度

福田氏が自動発光ブイ付ライフブイを彼女の近くへ投

げる。

何回かジャイブをしながら（ジブが引き込めない為

と，波が大きく，なかなかタックはできなかった｡)走

るが，風下へ落されてしまう。

ガ､ノリンのタンクのコックをしめていたのを思い出

し，あけて，再度エンジンをかけた。エンジンがかか

り，バウにてジブシートの補修に專念する。この間ウ

ォッチは山口君他に任せる。

この時，落水事故発生時より20分以上経過，彼女を

視認できなくなったが，風上にいる事は確かなので，

全員気をとりなおして帆走回復につとめる。

ジブシートのからみが，セールを張った状態では無

理だと判断し，ジブを一回おろすことにしたが，強風

この時の乗員配置ストームジブ

ピン内福田キィ

2ポイ

リーフ

／

口
橋
ル
ト

山
三
へ
坂
ムス久保田

一

10分後，スキッパーを三橋氏と交代する。ここで乗

員山口君が気分が悪くなり，危険な為，コクピットの

中に座らせる。

この時の乗員配置→‘，、．、
人I、一ムンフ

福田
ポイ

ノー

2

山口

久保田

へルムス三橋

坂上

風は強くなっこの時点より，波高がやや高くなる。風は強くなっ

たり，弱くなったりだいぶ息をするようになっていた

と思う。コース角度は210｡～220.ぐらいになる。この
0

（3）
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にあおられ思うようにおりない。その時エンジンより

異音，遊んでいたスピンシートとゆるめたジブシート

がぺうに巻きついた。この為エンジンを止めた。

もはや帆走でしか捜索できない為，ジブシートの補

修に戻った。

やっとの思いでジブをおろした時，大島側約2マイ

ル程を本船が通過する。ゴクピットより発煙筒（パラ

シュートフレア）をたくが発見してもらえなかったよ

うで行ってしまった。本船を注意しながら，メインだ

けでジャイブしながら捜索を続ける。

14Ⅱ寺頃，大島側約5マイルぐらいのところに船影を

発兇，近づくのを侍って発煙筒及びパラシュー|､フレ

ア等計5本を発信した。

本船は艇の風上側を通過，約1マイル程いった所で

停船した。これを確認，海上保安庁への救助依頼と本

船による捜索を依頼する為(〈トマホークⅢ世号〉は無
線を積んでいない）近づく。

雌初に接近したH寺は，本船風上サイドより船尾に近

づき過ぎ，危険と判断し離れ，10分後もう一度試みた。

なかつこうになった。

全員艇を前へ出すよう試みたが，進まず，スターン

のパルピ､ソト及びポートサイドのスタンションがねじ

曲り，ハルも雌<たたかれるようになった。

この時艇体放棄を決め，全員海へ飛び込もうとした

が，最初に艇長三橋氏が飛び込んだ際の反動と本船に

追い出されたのとで前へ進み，本船の船底より脱出し

てしまった為，誰も飛び込まなかった。

繩ばしご山
ノ
ノ
／ノ’

〆

一
帯

〆／『
ヘ
｜
Ｏ
兼ざ ローフー

↑
ロープ付
ライフリンク

へ

艇が前へ!LI}た時点で，福田氏はバウヘ行き，本船よ

り投げられていたロープをバウにしばりつけ，艇がさ

がるのを|ﾘjいだ。

飛び込んだ三橘氏は，艇に向かって泳いだが，追い

つかないと考えたのか，本船の船尾に投げられていた

ライフブイに向かって泳き嬬だしたが，本船に引き寄せ

られるように，船底の方へ消え，以後視認できなくな

った。この時，時刻は14時50分頃であったと思う。

米 米米

追記くトマホーク〉オーナー福原俊雄殿および坂上

敦子さま御尊父坂|娃一郎殿より，ド記のとおりご

鄭重なるお礼状を受領しておりますので，ご両氏の

了解を得てここに掲載させていただきます。

2回目

本船「プログレス号」風~ドより，メガホンを使艸1し

然水事放発生を知らせようとしたが，聞こえないよう

であった。（又，外国船の為，Ⅱ本人は一人しか乗っ

ていなかった｡）

そのうち，艇が完全に本船のブラケットゾーンに入

り，帆走できなくなった。艇は（本船側に引き寄せら

れるとl司時に，本船も風下へ流されていたのだと思う

が）本船にぶつかった。

NORCの皆様へ

くトマホークⅢ〉オーナー柵原俊雄へ型

去る9112711のNORCI矧束支部i皇催の入島・初島レ

ースにつきまして，レース中不幸にも二怖，坂_l-2両名

の遭難が発生しました。その事実関係につきましては

他の報fffもあると忠いますので尚略させて噸きます。

事故発生後小網代にあるトマホークハウスに対策本

l:fljを没置し‘伊豆ドlUにもベースをi,'fiきまして，連l_I

シーポニア，佐島各フリートより大型クルーザーにて

捜索にあたり，ド田からはチャーターした大型漁船二

隻で大島．ポll島及び御前崎方面まで捜索しました。又

清水栄太郎氏の御好意により飛行機にて数||空より捜

索もいたしましたが，残念にも当IIよりノill川にわた

り連l_l北収の強肌がｲ:II模湾を吹きあれ，わずかに海上

保安庁の大型巡視船艇及び航空機のみ終ll捜索が出来

た次第でした。

そしてjlt終llの1011511には湘南各フリートより80

繩ばしごロ－ プ

/"~i/f'/
一

一－一一一－一一一

ロープ付
ライフリンク

この時，本船船尾の吃水の上った部分の所に，艇の

ポートサイド船尾が入り込み，本船にたたかれるよう

（4）
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隻以上の友情あふれる海の仲間

のヨット，ボートでの大捜索に

もかかわらず,〈トマホーク〉の

備品その他何一つ発見出来ませ

んでした。

御両家の御家族の心情を考え

ますと本当に残念でしたが，何

よりも海を愛し，ヨット・レーよりも柾を愛し，ヨット・レー三橋氏遭影

スが好きだった両名は永遠に海

に抱かれている事になったと思っております。

その後10月19日東京ルーテルセンターで三橘，坂上

両名の記念礼拝をトマホーク・グループ主催,NORC

関東支部，三田ヨットクラブ，成践大体育会外洋帆走

部共催で行ない,300名以上の多くの御出席をいただき

まして，関係者一同大変感激しました。

今回の遭難事故発生以来，実に多くの方々より心か

らの御協力を頂きましたが，特に不明な小生を助けて，

雌初捜索活動の指揮を取って~ドさった羽柴さん，そし

て朝河さん，大野さん，藤井さん，野出さん，秋出さ

ん，下田ボートサービスの伊藤さん，物心両面より御

協力下さったNORC関東支部，電通グループ，三田

ヨットクラブ，成践大体育会外洋帆走部，シーボニァ

会員有志の方々，各フリートのオーナーの方々，皆様

に心より御礼申し上げます。

特に電通グループ，成践大学有志の皆様，連LI本当

に御苦労様でした。

又，記念礼拝には遠く関西より甲南大体育会クルー

ジング部を始め多くの海の仲間に集って頂き，両名も

さぞ安らかに神のもとに召されて行った事と思います。

月1_1のたつのは早いもので,早くも一か月以上たっ

てしまいました。誠実で頼もしかった三橋君，頑張り

屋で可愛かった敦ちゃん，彼等のことを思わぬ日は一

llとてありません。1_1がたつにつれ悲しみが深くなる

ようです。

本当に可哀想な事でした。

私共トマホーク・グループも，現在ヨットは失いま

したが，彼等のためにも結束を固めて，これからも頑

張って参ります。

最後に今回のことでNORCの関係者の方々に多大の

御迷惑と御苦労をおかけしました事を深くお詫びする

と共に，今後再びこのような遭難事故が起きることな

く外洋レースが益々発展する事を祈っております。

トマホーク・グループ

福原，福田，久保田，山口，伊原

＊ ＊ ＊

謹啓錦秋の候，御一同様には益々御渭栄のこととお

慶び申し上げます。

さて小生は，去る9月271_1,日本外洋帆走協会主催

の小網代・大島・初島廻りヨットレースに参加し事故

に遭遇した坂上敦子(成践大4年)の父親でございます。

(5）

坂上さん遺影愚娘につきましては，上の御

配慮にもかかわらず止むを得な

い状況下にあるようですが，御-11II様の全力傾注を頂

戴しましてのこと，万止むを得ざる仕儀と思っており

ます。

御一同様の御身体の一日も早い御回復あらんことを

祈り上げます。

省みますれば，愚娘は大学入学と共に小生等と生活

を別にして，東京で生活し，勉強の傍ら，ヨットのサ

ークルに興味をもったようです。そして次第にその魅

力にひかれ，小生等に内緒で小型船舶の運転免許を取

得するなど，その熱の上げようは益々進み，青春のは

けぐちがそこだと一途に思うようになり，遂に本件事

故にまで至ったというもののようです。愚娘とすれば，

好きな道を好きなように歩んだことになるわけで本望

であったと考えられますが，事故処理につきまして御

一同様に多大の御迷惑をおかけしたという点につきま

しては，小生としても本当に申し訳なく，何と申し上

げてよいのやら筆舌に絶し難くただただ心から深く御

詫び申し上げる次第でございます。

ところで残された小生等としましては，一般的に言

われる女の一生のパターンを，他に嫁ぎ，子を育て家

を守ることに幸せがあるという観点から見れば大学中

途の22才の身空で終焉したことについては本当に残念

至極というほかはなく，特に母親の立場からすれば尚

更のことと思われます。しかし物事は考え様で，人生

の大乗的兇地からすれば，生あるものは必ず死ぬ，そ

れは短命であろうと長命であろうとその人生が充実し

たもので､あれば本人は勿論，周囲の者も満足し幸福感

も味わうことができるのではなかろうかと考えられま

す。そういう点から見れば，愚娘は御一同様に可愛が

られて精一杯の充実した人生を送ったものと考えるこ

とができ，小生等もそのように気をとりなおして，か

つての笑顔等を偲びながら供養したいものと考えてお

ります。他事ながら御放念の程を。

御一同様，本当に有難うございました。

御一同様のくれぐれもの御自愛と今後の層一層の御

発展をお祈り申し上げます。

先は簡単ながら，お礼申し上げる次第でございます。

10月12日敬具

喜多方市花園37

坂上桂一郎

大島・初島lml航ヨットレース関係役員

および関係者御一同様
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第2回

三浦市ヨツトフエステイバル

第2111l三浦市ヨットフェスティバル実行委幽会

実行委員長岩井良浩

の男子が4.4km,小学生の男子と中学，高校，一般の女

子がlkmと2つのコースに分れて走りました。参加人

数は去年と同じぐらいで，やはり土眼日で学校があっ

たため，人の集まりも思ったより少なめでしたが，2

回目なのでこの日のために練習をしてきた人もおり，

熱気ムンムンのデットヒートが展開されました。まだ

2回目のこの大会ですが，みんなの力でいつか三浦市

名物の年中行事にしたいですね。

結果は，男子小学生の部1位が和田浩喜君，中学生

から一般までの部の1位は宮下幸雄氏，女子中学生か

ら一般までの部の1位は,〈プッシーキャッツ〉のクル

ーで共立女子大スキー部キャプテンの上野佳子さんで

した。なお，参加者中の最高齢者はく青海波〉の清田

オーナーでした。おつかれさま。運営を一手に引き受

けてくれたく雲柱>の皆さ/し，そしてくエミリー>，〈慎

記郎>，〈コンテッサ>，〈ジャクタール>，〈ブッシーキ

ャッツ〉のクルーの皆さんどうもありがとうございま

した、

三浦市の人々と我々ヨットマンとの親睦を深め．ヨ

ットのことももっとよく理解してもらおう，という目

的で始められた三浦市ヨットフェスティバル。今年も

去年に引き続き第2回目が開催されました。

このフェスティバルは，三浦市でヨットを置いて活

動して行く上でも大変重要な行事なのですが，今回，

NORC内部での決定が遅くなったため夏休み中に出来

ず,子供達の学校も始まった9月の20日(土)と21日（日）

に行なわれました。しかもフェスティバル2日目の日

眼日には地元の小学校3つが運動会を行なう，と聞い

てちょっと心配しましたが，なんのその’今回も去年

同様たくさんのちびっ子達が参加してくれました。も

う陸でも海でもワイワイ大騒ぎ，息つくひまもなく終

ったにぎやかな2日間でした。ただ，少し残念だった

のは天気があまり良くなかったこと。来年のフェステ

ィバルは，ギラギラ晴れた青い空の下で行なえるとい

いですね。

さて，大人も子供も楽しく過ごした週末の2日間o

そのにぎやかさあふれる写真が出来ましたので，今年

もまた行事内容の順を追って説明いたします。

へ

午後6時～7時

仮装行列

去年，たった4人の参加者しかいなかったので今年

は期待していたのですが，参加者ゼロで中止となって

しまいました。残念無念，来年に期待しましょう。

昭和55年9月20(土)午後5時～6時

第2回三浦マラソン大会

ヨットフェスティバルのスタートは，マラ､ノン大会。

天気は曇。今にも降り出しそうな空模様で，関係者一

同ハラハラしましたが，何とか持ちこたえました。

今年は去年とはコースが変わり，中学，高校，一般

へ

午後7時～9時

獄踊り大会

珊全
'

鐸

虜
蕪

勢

r

蕊
七

マラ､ノン前の準備体操風紫，みんなやる気充分。 これがl職のロボゴン音頭，みんな年を忘れて大騒き

(6）



○FFSHORE昭和55年11月15I1第67号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

光代さん，来年はもっともっと参加者が増えてほしい

ですね。

でも，なにしろ楽しいだけあって一番手のかかるの

がこのレースで，今年もみんなグッタリクタク夕。本

部船を引き受けてくれたく青海波〉の清田オーナー以

下クルーの皆さん，海面でのテンダーによるレスキュ

ー隊となってくれたくゴンテッサ〉とくマウプティ〉

のクルーの皆さん。お疲れさまでした。また，陸上で

子供たちを船に乗せたり，引きあげたりの重労働をニ

ッコリ引き受けてくれたくポインシアナ〉のオーナー

以下クルーの方々,〈ジャクタール〉とくプッシーキャ

ッツ〉のクルーの皆さん，どうもごくろうさまでした。

盆踊り大会は去年に続き，地元三浦市民謡協会有志

の協力で行なわれました。始めは人の集まりもあまり

良くなかったのですが，音楽を流して踊り始めると，

どこからか徐々に集まり始め,200人程になりました。

ちょっと涼し目の夜でしたが，みんなすっかり熱中，

特に人気のあったのはロボコン音頭でした。お手伝い

してくれた,<雲柱>，〈プッシーキャッツ>,〈エミリー>，

〈慎記郎>，〈コンテッサ>，〈ジャクタール〉のクルー

の皆さん，お疲れさまでした。

9月21日（日）午前10時～午後3時

第5回油壺ちびっ子カップヨットレース

さて，去年と同様今年もフェスティバルのメインは

このレース。諸磯湾は地元漁業組合の都合で使えませ

んでしたが，小網代湾の組合長の理解があってレース

は小網代湾で行なわれました。参加者は80名位，沈艇

も出てあわてた一幕もありましたが，今回はとび入り

で外人の男の子の参加もあり，にぎやかで楽しい1日

でした｡OPを使用して行なうレースで，去年は1週間

前に地元三浦市ヨット協会の指導があったのですが，

今年は練習なしのいきなり本番，でも子供たちはすぐ

にうまく乗れるようになりました。

小学生の部は2人1組のペアで，参加者は50人，1

位は橋場宏之君と伊東弘晃のコンビでした。中学生の

部は参加者30人，みんなひとりずつ乗って1位は古沢

勝君でした。婦人の部の参加者は5名で，1位は蛭田

午前10時～午後3時

第5回三浦ファミリークルージング

ちびっ子カップヨットレースと同時に開催されたフ

ァミリークルージング。地元の人たちにヨットの楽し

さを満喫してもらうだけでなく，子供達の中から将来

へ

I

１
１

預
呼
切
塀
縄
４
４
４
．

■4

＄
蕊
＃
Ｉ
ｉ
ｉ
乱

~

蝋＊γ謬鍛‘‘今蝉蛎

蒲《噌
津
“

〆

凄シ舞い日
〆
声
匠
ｊ

〆
雲

氏
“
〆
雲
〆 講譲~‐鐘.鼠

ただいま城ケ島の湾内を航行中です 搬影伊橘照予

優秀なクルーやスキッパーが誕生することを心ひそか

に期待しつつ，ヨットを愛する人が地元三浦にももっ

と増えて行くことを願って行なっている行事です。こ

の日，地元で3つの学校が運動会だったにも関わらず

予想以上の参加の予約があり，関係者一同うれしい悲

鳴をあげながら，あちこち協力をお願いして回った結

果，28艇もの船が協力してくれ，シーボ､ニア，油壺，

諸磯からだけでなく，遠い佐島からいずみたく氏のくう

オンテーヌ>,葉山からくシルビアン〉も馳せ参じてく

れました。

へ

去年は微風のため湾内一でUターンして

て●来てしまいましたが，今

蕊
戻っ

は城ケ島大橋をく ぐって予

)てり島をまわ

てきまし

来

定通

帰っ

た｡

写言

）
胃君

劃 雨 【〕F

ちびっ子のレース，緊張の一瞬c
u ツ

（7）
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午後5時30分～6時30分

表彰式および合同パーティー

楽しかった2日間のしめくくりには,「三浦マラソン

大会」と「油壺ちびっこカップヨットレース」の表彰

式が行なわれ，参加者全員に参加賞と記念品が贈呈さ

れました。パーティーでは焼きソバやおでん，アイス

クリームに七面鳥など，どれも食べ切れないほどいっ

ぱいあっておなかいっぱい，心もヨットの楽しさでい

つぱいにして，みんなそれぞれ帰って行きました。

ファミリークルージング．みんなのんびり，櫛っていいな‘

へ

マラ､ノンー般男子の部、優勝者の満~ド幸雄さん。

幽Z蕊§ら
ｰ 一一．

何か一つでも「II事｣をしましょう。

年は，乗ってくれるちびっ子たちも，乗せてくれる船

の方も，もっと増えてほしいですね。

今回はNORCの会員ではない船も，地元のアマチュ

ア無線クラブの人も協力してくれました。ありがとう

ございました。また，本部船となって手伝ってくれた

くフジⅢ〉の藤本さん，毎回お手伝いいただいている

モーターボート〈ワイルドフラワ－5世〉の野田さん，

そして各艇の皆さん，ごくろうさまでした。

弓ゞ拳

ド

潮】

融鑑 へ

表彰式とパーティーの準備，見てくださいこの焼きソバの山

戸

母
三諏這ツトﾌｪｽﾃｨパﾙMYF

三浦ﾌｱﾐﾘーｸﾙージﾝゲ
ｰｰｰ司り＝.■守一‐Q一一ヶ、ザ§●●●グg●■as

油壷ちびっこｶﾂブﾖﾂﾄレース
三浦市ﾖｯﾄﾌｪｽﾃｨパﾙMYF)

夏浦マラソン大会

～

、
“
暑
惨

？

？
みG

F

1 心 漢 921

I
。

一

§
苛
宇

財≠
／

r~

の

ｊ
Ａ －116

三浦市長の野上さんのごあいさつ。 第5同ちびっこカップヨットレースの優勝者2人と，海事思想判

及委員長の岩田袖夫さん。

（8）
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に入る頃こちらから合流しよう，ガラパゴスが無理な

らタヒチで，フィージーで･･…｡。火はとうとう燃え上

り頭の中ではもう次のヨットの建造がはじまった。大

きな事をやる人達にくっついて何か手伝いたくなる悪

い癖は,K2遠征登11｣のH､fもそうだったが，山の場合

登山隊が出発した後留守冊する荷は何か空しいものを

感じる。悟りにF趣いせいかもしれないが，その111の

裾も拝めない，ベースキャンプへさえも行けない遠征

登ll1の手伝いはヨ､ソトをはじめてから完全に手をリ|い

た。海は素峅らしいol'1分のヨットで，自分の腕でテ

ィラーを握って参加ILII!来る。誰かがホーン岬を通過し

たと聞けばいつのnか私もと張り切るし，この海のど

こかが喜望峰であり，吠えるlﾉLII-度線につながってい

ると思うとわくわくしてくる。

お手伝いしながらわかったのは二人三様の性格がよ

く和を保ち，三人共長男というのも興味深い。いつも

礼儀正しく，決して声を荒げる'lfがなく物静かに話す

ところも共通しており，東シナ海できたえられた腕つ

ぶしの強さ，一寸した鉄棒でも素手で折りまげるし，

ボースンチェアなしでするするとマストにも登る。酒

が入ると陽気になり紋が好きで彼等の仲間ソングにな

っている「我は柾の子」を一晩1'1歌う。名前がケンジ

なので「裁判長」と呼ばれる32才の松本スキッパーは

頭領らしく，我々がすませたil:,Ifを必ず再確認する。

5ケ月年下のイナビカリコト稲光っちゃんは全くおっ

とりしており，万'Ifゆっくり大らかにこなし，「あれ

でも兄貴自身はスピードをあげているつもりなのよ」

とは妹さんの言葉。タケシが本名だがアサミケンをも

じって「イワテケン」と1l平ばれる23才の無口のタケち

へ

テスト・ダイビング、朝日新聞社羽後栄撒影

世界一周ダイビング・クルーズ

｢貿易風」

NORC玄師支祁広糀係片倉静江

峡|III1がやみつきになったのは私が小さな「父兄」に

II:'l[てられたことからだった。当時女．､jを'|ﾐだった姉進

は父兄|'il作でないと映|山館入りがご法度だったから、

いつも「肺ちゃん，ちょっと」と声がかかる。とこと

こついて映|川館皿い。生れて初めて兄た洋|曲はデイア

ナ・ダービン主演の「アヴェ・マリヤ」で小学校三年

'k$二本llがドイツ映画「早春賦｣｡｢ロビンフッドのl[11

険」は雌初に兇た天然色ではなかったろうか。「fY易

ﾉ軋」という映lllliが上映され，いそいで学校からもどっ

てみればその'｜にかぎって父がliil伴した'|fがわかりが

っかりしたのを憶えている。

横山設計38フィート木造ケッチ「貿易風」を初めて唐

泊港に見つけた時，残念ながら兇れなかった同名の映
l'liを,'8，い,'l',した。二年がかり世界-IIIrl45()()()マイルの

潜水抑底探険,=-T･万の資余捻,'l',に|几|年|川漁船に采っ

たというi人の1fを聞いたのが去ｲ|ﾐのllilだった。涜

金不足で又漁船にのりこむ数llliiで，今年の711二人

揃ってオカにあがってからお手伝い程度の意味で，ビ

ルジの掃除パルビット磨き，万国旗の洲進等やって

いるうちに，どこからかメラメラとIIIIかが燃え,'l',して

きた。私もいつかやろう。そうだ，彼等がガラパゴス

蕊蕊
蛍唱

鱗簿
､悪､．
”鐸魚騨モ卸

へ

蓉

匹

心
識
，
罐
患
詐

亀
時
・
蛤
蹄
、
貝

甦
禺
母
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錨

町

録

,』鴬.‘革,

や

最後のﾃｽﾄ･-ｾｰﾘﾝグ朝日新聞社羽後栄撮影
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英国のクラブライフ'"輪三二一シ'一

・ 一
(その1）

罰

【
４
口
■
、
■
■
■
■
索
Ｇ

、
§
蝿
脚
且
巳
乱
・
可
０
１

ニューポート
ロンド

磐菟ブﾘｽﾄﾙ○
／

』 巴流内海勝利
玄海支部主催の壮行会にて。

右より大原支部長，松本，稲光，浅兇の各氏

バリ・ヨットクラフ

1928年創立されたこのクラブに私達家族が，ファミ

リー・メンバーとして選ばれた。昨年,「巴流」と共に

サウス．ウェールズのバリ港に入港したのが7月24日，

一年を過ぎ，やっと認められた訳である。

気位の高い英国人，そしてヨットクラブともなると，

なかなかアジア人を含め有色人種を容易に受入れてく

れる程のお人好は，まったくと言っていいくらい兇つ

からない。

英国ロイヤル・ヨッティング協会とその下部組織に

なるブリストル・チャンネル・ヨッテイング・コンフ

ァレンスに属し，ディンギーとクルーザーが仲良く一

つのクラブを形成している。

我が国ではヨット協会はオリンピック，国内外のレ

ースを含めデインギーが主力にあり，クルーザーレー

スはNORCと，完全に二つに別れているが，アメリカ，

イギリスのヨットクラブを覗くと，これ等が完全に一

体となって存在しているのである。大体にして海を楽

しむのは同じであるから，日本もそろそろ，この辺の

協調が必要ではなかろうか。

ハリ・ヨットクラブの役員構成は，主だった役員は

理事長，副理事長がおり，実際の運営は毎年改選され

るコモドールと，次年度コモドール予定者，それから

ホノラリー・セクレタリー，ホノラリー・トレーザー

によりなされており，4人の会計，12人の委員，法律

担当のクラブ・ソリシターがこれに加わり，その年の

行事予定を組み，レースパーティー．ミーティング，

艇庫の管理敷地の整備と，それぞれ12人の委員が実

際に担当し，ほとんどが自からの手で奉仕する作業で

立派に運営されている。私の所属している清水港ヨッ

ト協会,NORC駿河湾支部が，これらに非常によく似

た形態をとっているが，現在では水面と保管場所が違

うので，大型艇・小型艇と別れての作業・運営が，ち

ょっとぎこちないが，これからもっと楽しいヨットラ

イフを楽しむとなると，一緒に活動出来る場所作りを

皆んなでしていかなくてはならないであろう。

へ

やんは470級の選手で，兄貴二人に黙々と仕え，コ

ックとしての腕前も抜群。船の'2ではとにもかくにも

手早く作る事が，料理が上手ということより大事な要

素を持っていることを証明する男。酒盛りの途中でつ

くるおつまみでも，ウイスキーのグラスを左手に片手

で器用に肉をいためる。メニューがいつも違うので，

「今|_Iは何を食べさせてくれって頼むの？」と或日裁

判長にきいたら「タケちやんが勝手につくってくれる

んですよ」と。

,'l｣!発一ケⅡlli1に入った9111211,イナビカリ宅で、

6()()枚に近いチャートの線ﾘ|きをF伝った。IIIIII､f川もつ

づけていると#崎:がかすみ,'l',す程疲れてくる。しかし

三人はただ黙って作災をつづけていた。｜|､f々縦判長は

チャートをじっと兄つめながらIIIIかぢえこむ。「リー

フが気になる嫌な港だなア。これをかわすとしたら火

にまわりこむ，つまり典|きりのコースでしょう。余硲

をもって入らないと｣。

9112()l1,NORC玄柾支部主催の壮行公がIWかれ

た。サマーレガッタの炎彰式及び帰IKIされた林蕪教授

のJ-2-lの報117公もかねて1%lかれたものだが．各オー

ナーによびかけたカンパの命額を「表示しないでほし

い。いくらでもfII;樅ですとだけ1I#いて|､さい」と松本

スキッバーは恐縮する。それではかえってまごつくか

らと言えば「ぢゃ，金額の後に以内という言蛙を入れ

てドさい」と又述瞳する。

指折り数えて兇れば雌か1ケ川のおつき合いなのに

l･1II1flﾐもliiIから%IIっている様な親しみを感じる好Itj:年

進。彼呼の介意蝿、り「-・度の唯礁もなく，・枚のセ

ールも破る‘IFなく，台胤をさけ雌も安全なコース」を
帆,とし，｜||:界''1の美しい海底や魚蝿搾の写真を紹介し

てほしい。ダイビング・クルーズの｜｜的であるチョウ

チョウウオの新柿．珍種発兇等どうでもいいから，気

負わずに呑気に仲好く，一周なんてケチな‘j言わず，

TJ!1でも三A1でもやっていらっしゃい。（彼等が出航

した後の唐汕港には「岸峨の+'t」が立ちそうだ）

へ

(10)
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サ ザンブトン，ボートショー

幸い今年のコモドール,Dr・ケン・ロイドさんとは

昨年入港した時からのつきあいもあり，次年度コモド

ールのロジャー・フラーさん，ホノラリー・セクレタ

リーのMrs.J.マクドナルドさんはともに日本人の友

人を持ち，とても良い方で，私達家族の推薦人となっ

て下さった。

クラブの入会は，推薦人により提出された書類をク

ラブメンバーに連絡する掲示板に張り出され，承認を

得るようになっている。一人でもクレームが出される

と審議されるようになっており，メンバーになる事は

難しい。

入会費用は41.67ポンド,日本円で約22,000円ほどだ

が，内訳は，入会金8,000円,年会費11,000円,V.A工

(税金)3,000円である。これで家族4人が，クラブ・ラ

イフを楽しめる訳で，クルーの登録もすべて推薦制だ

が，年会費2,000円と,極めて安い。会費そのものより，

クラブ・メンバーに認められる事が名誉であるから，

皆んな長い時間と，信用をつけて侍っているのである。

年間のイベントは，5月から始まり9月までの土・

日雌は毎週ディンギー，クルーザーのポイント・レー

ス．10月から12月のクリスマスまでは，毎日曜日，フ

ロストバイト・レース（霜やけレース）が開催される。

しかし,10月から11月にかけて艇は陸置きされるので，

フロストバイト・レースに出るのは，よほど潮気のあ

るヨットでなければ出て来ない。

レースとは別に子供達の為のセーリング・スクール，

婦人の為のミーティング，ボートショー見学，パーテ

ィーと盛り沢山の企画があり，ファミリーで楽しむ事

が出来る。どこでも同じように，御婦人連中は，ヨッ

トに興味はなくても，クラブ・ライフが好きなので，

旦那と一緒に来てるようで，旦那はヨット・ブーツを

泥だらけにして（干潮になると干上り，沼と同じにな

る）顔まで泥をつけて艇にのっているが，御婦人連中

はおしゃべりと，ヨットの歴史の長い英国も，なかな

か家族全部がヨットを楽しむとはいい切れないようで，

家内に「貴女は，本当にヨットが好きなのか？」と質

問されたようだ。

サザンプトン・ボートショー

9月20日（土）サザンプトンで，国際ボートショー

が開催された。以前から，どんな事をしても，これだ

けは兇逃すまいと思っていたら，クラブでバスを貸し

切り，見学に行くと言う。早速メンバーの特典を生か

し，クラブの行事に，二人の息子を連れ，初参加した。

さすが英国のボートショー,600近いブースに，ヨッ

ト艤装品，ディンギー，クルーザー（特に水上特設会

場は人気の焦点となる),ゆっくり見たら，とても一日

では無理。しかも団体見学のつらさ，6時間しかない。

ザアーと一廻りして，重点的に見たいものを後から

になんて思っていたら，途中から雨が降り出し（英国

は雨が多い),外は駄目。しかたなく，大型のテントの

中を艤装品の目新しいのがないかと物色した。

最後の土曜日とあって，目茶苦茶な混みようである。

東洋人の見物客は殆と・いなく，日本の企業も進出して

いるだろうかと捜すが，ヤマハ，ホンダ，スズキと船

外機のみ。残念ながら現地のデーラーなので，日本人

としての評価を聞く事が出来なかった。

そう言えば，日本車の販売台数が増えつづけ，つい

にブリティッシュ・レイランドを抜いてしまった。こ

んな事が，日本製品に波及して，ホンダの船外機にま

で及び，「ドッグ・ワッチ」というTV番組（視聴者か

らの投書により誇大宣伝の商品，販売店，粗悪品の監

視等，さらけ出される）で，漁師が，ホンダ船外機を

使ったら，1ケ月で故障し，修理に出したら，サービ

ス・パーツが6ケ月もかかったとか，英国の船外機メ

ーカーと比較して技術力の低さ(私はそうは思わない）

と，交換パーツの取寄せに時間がかかるからと買換え

をうったえられたりした。

出品国は，アメリカ,EEC諸国が中心で，日本から

の出品は少なく，やはり遠いアジアの国なのだろうか。

アメリカ，カリフォルニアのロングビーチで見たボー

トショーとは雰囲気は違っていたようだが，ヨットの

先進国の様子を見る事が出来た。

へ

へ

(11)
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プリンス・リージェント湾に入る

とすぐアイスパックが「マーメイ

ド」をとり囲んだ。右に左に水路

をもとめるのが大へんだ。コック

ピットで操船する堀江さん（衿子

さん写す）朝日新聞社提供

｢マーメイド」今夏の記録

キモー村を訪ねるためだ。バ

ローに面する北極海には見渡

す限りアイスパックの姿はな

く，青々と海が広がっていたc

米海軍基地で聞くと，今夏は

異常気象で北極は暖かく，例

年より半l1も早くアイスパッ

クが消えたということだ。堀

江さんはついている，とその

時私は思った)。

無線機のテストもOKとな

り，アイスパトロール機の報

告を参考にして，いよいよ8

昨年夏，地球縦回り6万キロのヨット航海めざし，

4万キロ以上を走破しながら，カナダ北極圏の氷の状

態が悪かったため－1昨中断した堀江謙一さん，衿子さ

ん夫妻は，残りの約2万キロの航海に挑戦するため，

7月2411に日本を出発．北極海のレゾリュートに向か

った。

堀江夫妻は「マーメイド」で地球縦回りの大冒険航

海をめざし，一昨年の12月，和歌山県由良港を出発，

ハワイ，タヒチを経て魔のホーン岬を乗り越え，ブエ

ノスアイレス，ハミューダに寄港した後，デービス海

峡から北西航路に突入し，アイスパックをぬうように

して昨年8月2111,北緯74度40分，西経95度のカナダ

北極圏レゾリュート基地に到着した。しかし，北極海

の氷状が数十年ぶりという最悪の状態だったため，レ

ゾリュートから先の航海を中断した。今年あらためて，

北西航路の残りのコースに挑むこととなった。

7112611,レゾ､リュートに到着した堀江夫妻は，さ

っそく準備にとりかかった。トレーラーを改造した船

台に乗った「マーメイド」は，保存状態が良かったた

め，まったくの無傷だった。倉庫に預けてあったバッ

テリー，無線機などを取りつけたり，食幟や装備類を

積み込む作業も，たった2人きりだったから大へんだ
った。

基地の気象観測所が発表するアイスマップによると，

今夏の氷状は昨年よりはるかに良く，昨夏難航したラ

ンカスター掘峡もとっくに氷が開いていた。堀江さん

は「今夏はチャンスだ」と思った。（ちょうどその頃，
私はアラスカ最北端のポイント.ハロ－にいた、エス

(12)

藤木高嶺月14I1午前10時，次の寄港地，
北緯69度，｜ﾉﾛ経105度のケン

ブリッジ・ベイをめざして，

レゾリュートを出発した。気温0度，吹雪だった。

レゾリュートからケンブリ､ソジ・ベイにぬけるコー

スは，まっすぐ南に~ドってサマセット島の西側のビー

ル海峡を通るものと，いったん東へ少しもと．り，サマ

セット島の東側のプリンス・リージェント湾を南ドし，

サマセット島南端のベレット海峡を西へ抜けてビール

海峡にIIII!るものと2つある。その年の氷状によって，

どちらが有利かを判|折しなければならない。堀江さん

はアイスマップを検討した結果，後者をえらんだ。

レゾリュートからifiにさがると，やはりビール海峡

は氷が詰っていたので，束へ転進して，ランカスター

海峡に入った。昨夏，通過するのに苦労したランカス

ター海峡は，うそのように大きく開いていた。プリン

ス・リージェント湾にさしかかって，南に針路を変更

した。

まもなくアイスパックが現われはじめ，次第にその

数が密になり，右に左にう回している間に，とっくに

15日も過ぎてしまった。一向にサマセット島に近づけ

ないので，気があせった。プリンス・リージェント湾

さえ通過できれば，ベレット海峡は楽に抜けられる筈

である。狭いベレット海峡が開いていることは，飛行

機で偵察ずみだった。

8月1611,昼食の炊事をしているとき，突然，電気

の配線が火を吹いた。エンジンと配電盤を結ぶ線で，

コードが真っ赤になり，まるで電熱器のニクロム線の

ようになった。びっくりしてエンジンをとめ，修理し

ようとしたが，とても手におえるものではなかった。

いちばん困ったのは無線連絡がとれないことだ。

ダヒ

へ
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17日朝，目iiiiの水路がまだ閉じていることと，無線

連絡がとれないために，引き返すことを決断した。な

んとかこの事態を連絡しようと，単一'通池1()本をつな

いで無線機で呼んでみた。すると，かろうじてニュー

ヨークの局と連絡がついた。向うの声はほとんど内容

がわからなかったが，こちらの声は聞きとれると知っ

て喜んだ。一方的に連絡事項をしゃべりまくり，ホッ

とした。このHはガスが濃くて方角がわからず，氷塊

にアンカーをひっかけて仮泊した。

18日，快晴だが冷えこみ厳しく，気温マイナス5度。

来た航路を引き返す。レゾリュートに近づくと北風に

かわり，レゾリュート湾に残っていたアイスパックも

すっかり姿を消した。午後9時，レゾリュート湾に帰

着し，バージにけい留した。

レゾリュートで電気系統の放障が修蝿できれば再出

発しようと思ったが，ちょうど専門技師が出張で留守

のため，と．うにもならなかった。

8H21日，ケンブリッジ・ベイからアメリカのカヌ

ー隊がレゾリュートに到着した。6人の隊幽が31フイ

ートと25フイートの2隻のカヌーに分乗してきたもの

だ。それぞれ35馬力の船外機を積んでいた。堀江さん

の逆のコースをやってきたのだ。堀江さんにはショッ

クだった。

カヌー隊に聞いてみると，かれらは1978年，アラス

カのノームを冊,発し，2年かかってケンブリッジ・ベ

イに到着し，今夏8111711,ケンブリッジ・ベイを川

発したという。キングウイリアム‘島のl#iから東を通っ

て，サマセット島の{ﾉⅧl1にたどりついたところで，水

の壁にはばまれて立往生してしまった。水が割れるの

を侍っていたが，ビール海峡の氷は厚くて通過不可能

とわかり，コースl､ガードの砕氷船に打電して倣肋を

依頼した。そして砕氷船の船_'2にカヌーを枝み'こげ，
レゾリュートまで来たのだった。堀江さんはそれをkII

って納得した。カヌー隊は今年はレゾ､リュー|､までで，

来夏は北東にあるエルズミア島の南側に出る予定とい

うことだ。

堀江さんは故障さえ起こらずに，あの伽域でがんば

っていたら，あるいは氷が訓れたかも知れない。しか

し，レゾリュートに滞在'|',レゾリュートとサマセツ

ト島間はまだ氷が詰った状態がつづいていた。こんど

の航海の1()7時間のうち,9711ｷ間も起きていたことに

なる。つまりわずか10時剛しか湛られなかったわけだ。

しかし，氷が開いてさえおれば，この航海時間はし､/ﾞ

リュートからケンブリッジ・ベイまで-|･分に行けるだ

けのものだった。またしても北西航路のヨット航i〃の

困難さを，思い知らされることとなった。

8月末，堀江夫妻は帰国した。来夏三たび挑戦する

という。来年は氷状が良くなるか悪くなるかは誰にも

わからない。それでも，達成するまでがんばるつもり

だ。その執念と情熱には頭の下がる思いがする。来夏

の幸運を祈るだけだ。

(13)
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東海レース報告

レース委員長関幸

今年度東海支部主催，東海レースは,10111111,参

加艇14艇によって行なわれた。101191_l迄本州にあっ

た商気圧も,1011には東進し，気圧の谷となりlii線の

述過と亜なったぐずついた天候の中を,111118時スタ

ートした。

スタートⅡ､f刻は，満潮時に近く，その上に風が1～

2恥と微風で，雲が深くたれこめていた。1011の18時

は，陽が沈みllﾙいナイトレースである。

各艇は，コミッティー・ボートのlﾘlりと，サイドマ

ークの赤灯を；,'iぶスタート・ラインにli'lかって，微風

を捕えようと一生懸命にライトでセールを照らしなが

ら，ポジションを狙っていたが，肌_|君側にポジション

を狙った艇は，ブランケットの影響が火きく，セール

がつぶれて,IJ,うようにいかない状態であった。

肌'2のつぶし合いを避けて，肌下側にポジションを

取った艇〈イツキ>，〈ジャスト〉が先行，スタートし

た。！'『でも,11111:11|ﾘのつぶし合いの中よりく桃太郎〉

が，うまく抜け川して先行した。

しかし，微肌の'+!でリコールしては，復帰･するのに

人変なⅡ洲llをロスすることを懸念してか，トップ艇が

スタート・ラインをUjったのは，30秒以｣遅れであっ

た。各艇の舟冊尼燈は，第1のチェック・ポイントの野

,liﾙ燈台にlrilかってIMIのI|1に消えた。

0Mf5分の左Ⅱ､}無線コールでは,<桃太郎〉より答

志烏北であるとの人遊を確認したが，ノイズが多く，

余り良い状態での交{！;ではなかった。

､11,束加f支i,flj雌線A,)は，設置されたばかりで，まだ

テストの段陪であるが，ノ>､後は多いにi,叶川すべく，林
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さんを中心に活動中です。

各艇の報告を見ると,12日0時頃より小雨が降った

り止んだりの天候で，風力が増したが，この時刻は，

各艇第2チェック・ポイントを回航し，上りのレグと

なった。

優勝艇のくしインボー〉は，航跡図を見ると，今回，

最小クラスⅥの，ただし1艇のみエントリーして，第

2チェック・ポイントから第3に向かう上りのレグで，

上位クラスを相手に良く健闘した跡が兄られる。

当レースをもって，今年度の東海支部主催レースは，

事故も無く無事終了しました。

皆様の御協力感謝致します。又，今後のレースの御

健闘をお祈りいたします。

初体験の東海レース へ暗がり，ベタ凪のスター

スーパー・ルーシー1麦谷川富延

艇が進水してから身1．<も1年半になりました。我が

艇の紹介がまだのようですので，まず先にこの場を借

りて紹介させていただきます。

セール悉号2418、艇名の由来は，志賀iWi原熊の湯ス

キー場にて，ディスコを開く切っ桂ﾄけが川,来，その名

を，いつもHjlるく陽気な"ILOVELUCY"でお

なじみの，ルーシーショーの名を取り，ルーシーと名

付けました。クォータートンのルーシーは，その後，

NIC30を購入し，当時スーパーマンが流汀していた

ので，これは,〈スーパー・ルーシー〉しかないと思い

命名しました。

現在では，2艇のデインギーと，22フイートのモー

ター・クルーザー<FlyingLucy>と共に，いつもHII

るく陽気に「ILOVELUCYグループ」で，レ

ース．クルーシ､ングを楽しんでいます。

10月llLI,1500,艇腫会砿が始まり，参りll艇14艇の

内，クラスVは2艇という淋しさで，クラスⅢまでが

l1艇でした。同クラスのくオセアニッド〉と「お手柔

に」と声を掛け合いながら,1800,人型艇の中を小さ

い顔して，それらのブランケを食いながらも，まあま

あのスタートを切る。30分後，後方を兄るが4艇ほとﾞ

しか確認出来ない。「まあ，先は農い，ガンバンベー」

と声を掛け合いながらMAG240.にし，佐久島寄りの

コースを取る。後続艇のくオセアニッド〉が，以上突

破を計るのか，数1可ラフィングを行なうが，これに対

抗する。

今｢Iは漁船が多く，4回程ミーティングをし，引き

網にひっかかりそうになる。

野島手前で，2～3ノットのクロースド・リーチで

ジャスト，確認出来ないが他2艇を抜く。前方に6艇

ほど確認出来た。風がない。大型艇も滑りが悪いよ

うである。風が振れ1回|るoスピンアップ・ダウンを2

い､

鞠

…
癖譲

蕊島

暉偕浄淨

壹
芦》

スーパー・ルーシー

夕、

、

’

大型艇に交って，元気良〈スタートする優勝艇くレインボーI

(14)
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回ほど繰り返す。雌終的に，5～6ノットのクロース

・ホールドにて，ワントンのくゴルセア〉を5艇身の

差で追い掛ける。

答志島近くで上からこれを抜くが，20分後ラフされ，

上より抜かれる。水線長の差で仕方がない。その間ク

ルー一同沸き起こる。

鳥羽マークを1058に回航。〈コルセア〉に続いて7

稀手であった。MAG30｡のポートタックで,一路知多半

島に向かう。風速7～8恥,後続の大型艇に抜かれたが，

その艇のスターンライトが消えている。時々セールを照

らすサーチライトで確認ll',来るが，気味の悪いもので

ある。

知多半島手前でタックを2也|繰り返し，その後,〈ポ

セイドン>，〈ミール〉とミーティングする。岸寄りの

コースか，又沖出しのコースか迷うが，岸寄りのコー

スを取る。全jl眠気がさす。ここが勝負所と思い，気

合を入れるが，眠気が取れない。

伊勢湾マーク付近に近づいた。2～3艇前にいるが，

マークが分からない。と下側を兄ると，回航艇がいる〔

2マイル位オーハーランしてしまったようだ。

0420マーク11JI航，全曲眠気に勝てなかったことに反

竹をする。風が弱い。先程からの小雨が，本降りにな

って来た。先行艇が兇えない。と§うやらかなりの遅れ

を取ってしまったらしいが,100m程後に,<オセアニ

ッド>，その後にく桃太郎>，他大型艇がいるようであ

るo

llf!liｶに群がる釣船を避けながら回航し,5ノットの

クローズド・リーチでI凡WIiにli'lかう。佐久ﾊﾙ枇でやや

肌が振れた。雌fII!矢玉II!スーパースターにし,6ノッ|、

でノヒリフィニッシュする。

これならまずまずの1k絃かな，と.IJ,いながらII産マ

リーナに入ると，ナ，ナ，ナント，クラスⅥのくしイ

ンボー〉がいるではないか。

粒lガックリ．又々，眠気と戦い切れなかったりfを

反γiする。

レース姿jiの方から，総ｲﾔ3位と聞かされ，マアこ

んなもんでしようネ〃とうなづきながら，アーア，眠

い、オヤスミ．…..。

55年度東海レース成績表

1980.10.11.レース委興瞳間幸

名｜所蝉時間｜TCF｜修匝時1M｜総合順位セール静；
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トレース不可ということで，夜は寝る時間と決めてい

たのである。

スタートをII+握れたのだが，かすかな風をつかんで

艇は滑り出す。しばらく行くと，先行していたく美桜〉

に追い着く。「上りすぎじゃないですか」とく美濃>の

スキッパーの声。一同しばら〈考えた後，「おとしす

ぎじゃないですか」さすがの俊足艇も調子が狂ったの

か，ぐっとおとしていく。

しかし,1年のブランクはやはり大きく，鳥羽ﾏｰ

ｸ|,!'航後はさっぱりさえない。

鳥羽マークは7番卜1位で回航したのだが，伊勢湾マ

ークでは，岸へ突っ込んだ艇I,11に大きく離され，もう

姿も兇えないのである。

「ﾔf,と・こへ行ったんかなあ……」

「そういやくビンド〉やくカレラ〉が{災いスピードで

行ったつけ」

クルーの会1活も全く元気なし。

完全にドベだと思って，伊勢湾マークを兇つけたと

たん，なんと沖からl艇突っ込んで来るではないか。

それも，先行されたと思っていた|面'クラスのくスーパ

ー・ルーシー〉だ。

よし，ここでスピンの勝負，と意気込んでスピンを

|をげたとたんに人失敗。なんとスピンが柚にllllいてい

るノスビンを|くげ直す間に，〈スーパー・ルーシー〉

は，あっさりと姿を消してしまったが，トI雌ルーシー

を捕まえるべく，しばらくのIM1真[iIillにトリム。

夜lﾘlけ上典,MfIIfjの手前でようやく彼女を兄つけたが，

舩足が,Iど､うようにのびない。

iifliliがはっきり兄え出した頃，後ろを兇たoクルー

が駁ぎll',す。原因は，スターンから伸びる－~本のロー

ブ……。と・こでリ|っかけて来たのか，タコ壷のローブ

を1ﾉ|きずって'｢-11110時頃，幡豆沖にフィニッシュし，

無ﾘ復ﾘ11}輔一戦を終了。

やはり1年|111のブランクは大きく，各艇のレベルの

II,ﾙさに改めて蹄いた一夜だったが,l'il時に来シーズン

への決迩をli'ilめた意義あるレースだった。

三里

へ

来シーズンに賭けた東海レース

オセアニッド・エキスブレス吉Hj貴彦

10111111,1811､↑，すでにlli!f<なった幡豆沖をスター

ト。微胤の!'!、各艇三河湾の!'l',llに向けて切り昇る。

我がくオセアニッド・エキスブレス〉には，初めて

の公式レース。我々クルーにとっては，約1年ぶりの

レース復ﾘ,,}輔－－戦となった東海レースの始まりだ。

昨年のミニトンfl1本でのナイトレースを雌後に，

ミニ|､ナー〈オセアニッド3〉は，ルールによりナイ

(15）
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い い風に惠れて
くかづ〉が
、，／

'

徳島外洋帆走クラブ瀬川洸城

冷夏というより梅雨がそのまま続いたといった感じ

の今年の夏-ifimllLIIZIも,811に入ったというのに

毎i~I雨ばかり。阿波師りの行なわれる8月121~lから15

11までは連ll雨かも知れないなどという地ﾉ厄気象台の

週間天気予報が出た。

この予報を聞いて「よしこれで､天気になるぞ」とい

ったスキッパーがいた。気象台には気の毒だが，この

スキッパーの第六感が兄事に的中．1211から晴れあが

り幹さも戻ってきた。これで風さえ吹いてくれればと

いうのが関係行一同の切なるl伽いであった。

レースliilllの811131],徳島港には続々 とレース参

加艇が入港してくる。兇‘|貰れた艇，兇なれた顔もいれ

ば，新顔も多い。

最終的なエントリーはl()3艇。艇数は昨年より減っ

たが，参加人数は_上回った。それだけ参加艇が大型化

していることの証lﾘlであろう。エントリー・リストに

記入された参加人員は実に483名であった。このうち

女性は68名，全員美人であった。パンナム・クリッパ

ー．レースのようにトップレス姿は見ることができな

かったが，〈プレイン､ノレイユ〉のコックピットには，

(16)

ビキニの美女が兄られた。

艇長会I識に先だって「ヨットはどこまで速くなるか」

といったテーマのパネルディスカッションを行なった。

パネリストはヨット・デザイナーの大橋且典，木原俊

男の両氏。日頃セール・メーカーの方の講演会はよく

聞く機会があるが，デザイナーの話を聞く機会は多く

ない。論理的で|ﾘl快な大橘さんの｜話，経験と実績に裏

打ちされた木原さんの話から，ヨットのむずかしさを

再び認識させられると同|畔に，奥深い魅力を感じずに

はいられなかった。

その1活のなかで．今大流行のフラクショナル・リグ

とマストトップ・リグとの優劣はにわかに結論づけら

れないといったお二人の意兇が印象に残った。そうい

えば確かに最近の艇のブームの長いこと｡10年程liiだ

ったかに流行した女性のマキシスカートに似て，いさ

さか長すぎ､の感がしないでもない。

だが，現実に今トップを走る艇は殆んど100%フラ

クショナル・リグといって間違いない。一時もてはや

されたオーバーラップ・ゼノアとハイアスペクト比の

メインセールの理論は，ミニスカートの衰退と共に忘

れ去られてしまっているかのようだ。
●■｡■骨◆

とはいうものの，ヨットは毎年零点何ノットかは確

へ

へ
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実にスピードアップしている。そのために，デザイナ

ーはll夜，われわれの知らないところで筈悶している

にちがいないのだ。ピーターソンの出現でヨット・デ

ザインの概念は一変したというのは，両デザイナーの

みばかりでなくヨットマン共通の認識である。そろそ

ろ壁に直面しなければならないヨットのスピードの壁

を突破するために，そろそろわが国にもピーターソン

の!Il'!現を期待したいものだ。

パネルディスカッション，艇長会議が終ると市内の

パークホテルでl)ij夜祭。会場の郁合で,,IIIIli'if者を一艇

あたり2名に制限せざるを得なかったのは残念であっ

た。従来はレース終了後の表彰式とパーティーを行な

っていたのだが,1!IIしろ5()()名近ぃ参加行全員を収祥

できる会場は体育館以外にない。その体育館も新築さ

れると同時に場所力遠くなってしまい，とうてい使え

そうにない。そういうわけで参加者を制限せざるを得

なかったのである。

liii夜祭では，昨ｲ|擾勝のく天霧〉から優勝旗，カッ

プが返還され，〈かづ〉の有田一郎オーナーの音頭で

乾杯。

このⅡI波1I11りレースの呼び物の一つになっている晶

遠来簡には，今fFは山口県徳IIIIFから参加したくブル

ーノア〉の頭|者に輝いた。頭_'2に輝いたなどというと

大袈裟だが，この蝦遠来賞はそれくらいの値打ちがあ

る｡l'IIしろ豊後水道から土佐沖を抜け，実に二昼夜を

かけてのレース参加だ。全く頭が下がる,Ill,いだ。

こういった参加打の熱意に応えるため，今年は最遠

来賞の他にも遠来鴬を沢111設けたのであった。

要たけなわの頃,|fll11から参加のくエールゲイツ〉

の今井オーナーが「患者の容態が思わしくないのでﾘ1i+

れとの連絡がありまして，ノ>､から帰ります」と挨拶に

兄えた。残念だがやむをえない。お医背様も決して楽

ではないようです。今井先生，来年は是非優勝をねら

って下さい。

前夜祭の最後はやはり阿波蹄り。ヤマハ25<バロン〉

のオーナーである三楢谷高照さんがリーダーになって

いるミやっちゃぱ連､の方々の熱演でムードは最高潮。

レースより阿波hill1りとばかり，街へ繰り1'llしたのであ

った、

へ

所挟ましと並んだヨットの群

法被の似合う美女とI州I

へ
●

1

●

。
■
１
１

噌
⑧

鐸1r
89 …

▲ヨ

ー

うず巻とスピンの法被を満て,@6flWらIこや､ノンソン”

8111411,この-季節には珍しく早朝からいい風が吹

いている。一ll1|1吹かなかった去年の轍を踏むまいと，

TOSCの会il全典が一年Ⅲ「肌よ吹いてくれ」と祈

り統けた御利硴があったというものだ。

午llij7II#,徳1liｶ港外に2()禿の花火があがり，スター

トが切られた。心配されたゼネラル・リコールにもな

らず，横一線の兇!lfなスタートであった。

例ｲ|皇ならスピン・スタートで，テレビ),,jを嬉ぱせる

のだが，今年はいきなり真|そりスタートだ。それでも

2トナーやlトナーの走りは迫力があって、十分テレ
うず巻とスピンの法被を満て,@6flWら{こや､ノンソン

(17
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ビの絵になる。追いかけるモーターボートが，スプレ

ーをあびながら四苦八苦だ。

地元の新鋭ワントナー，〈インディゴ（フレーズ)〉

が飛び出した。これを追って連続ファースト・ホーム

をねらうくかづ(Dou42)>をはじめ,<ビッグパル(Dou
42)>，〈熊野（ヴァンデ2トン)>，〈ベンガル（ヤマハ

1トン)>，〈エールゲイツ(Dou37)>,<美美（エリグ

､ノン39)〉などの大型艇。

〈チサト>，〈シュナウザー>，〈のら〉（以上Dou33)な

ど最新鋭レーサーもいいスタートを切った｡<ヒロ（デ

ュポァ％トン)〉は岸よりのコース，〈ミスタージャン

ボ>，〈ベルバラ〉（ともになかよし295）も頑張ってい

る。

ミニトンのくカリブジュニア（ヤマハ21)〉はポート

タックでジャスト・スタート。大型艇の前をかすめて

快調にすべっている。そのスピードはQトンなみだ。

〈キャンディーキャンディー>，〈カリーノ>，〈ビー

トル>，〈セイントアポロニア〉のヤマハ33軍廿I,<1

ブ>，〈デンタルミラー>，〈マイルドファイブ>，〈ブリ

リアント>，〈イントルーダ>，〈セインテス〉といっ

たピーターソン％トン軍Ⅲ，〈ブルーノア>，〈ウライ

ス>，〈バロン>，〈裕美>，〈ボラポラ>，〈海洋>，〈真理〉
といったヤマハ25軍I,flもそれなりに懸命の戦い。昨年

優勝のく天霧（ニゴルソン％トン)>は今一つ調子が出

ていないのはどういうわけだろう。

7～8mの順風は,100のヨットを快調にすべらせ続

け，午liilO時57分にくかづ〉がファースト・フイニッ

シュしたのであった｡30マイル近いコースを4時間を

切るスピードで走ったのだから，数年前までは考えら

れなかった記録である。一体ヨットはどこまで速くな

るのだろうか。

〈かづ〉に続いてくビッグパル>，〈インデイゴ〉の
地元艇が頑張って2着，3着に入った。

4若以ドは，それぞれ接戦となり，秒差でゴールへ

なだれ込む。フィニッシュ直前のちょっとしたスピン

ワークの乱れで順位が入れかわるのだから，お祭りレ

ースとはいえなかなかシビアなレース展開だ。

411¥3()分のタイム・リミットまでに全艇がフイニッ

シュしてレースを終了した。

優勝はファースト・フィニッシュを飾ったくかづ〉
がとり，2位はくビッグパル>’3位はくインデイゴ>‘

4位くカリーノ>’5位くヒロ>’6位くベンガル〉’
7位くチサト>’8位く熊野>’9位くミスターシャン

;f>,10位くシュナウザー〉という結果であった。今回

は結果が示すように，大型艇有利の展開となったわけ

だが,8m以ドのクラスⅡではミニトンのくカリブジ

ュニア〉力彊勝，2位はくアドニス(DouQトン)>,
3位にはくビバーチェ(BW23)>が入った。

511キからケンチョピアliiの道路を占拠して表彰式を

行なった｡800貫約3.5ﾄﾝの氷をｹﾝﾁｮピｱの道

路にぶちまけてビールと樽酒を冷やしての表彰式だ。

連続ファースト・ホームばかりか総合優勝までとっ

たくかづ〉の有田オーーナーが突堤越しに水中へ投げ込

まれる。それでもニコニコ顔なのだから，やはりレー

スは勝たなけりゃ－ということか。

表彰式が終るといよいよ阿波踊り｡500名近いヨット

連は，今や名物逆になっており，毎年地元新聞に大き

くとりあげられているが，今年も写真入りで紙面を飾

った。デモ隊に近かったヨット連も，毎年洗練されて

きたうえ，女性も大幅に増加して，見るに耐えるよう

になってきたということかもしれない。

毎年，遠くから参加してくれる方々のために楽しん

でもらえるようにというのが，この阿波州りレースの

モットーであるが，まだまだわれわれ連鴬側の努力し

なければならない'I,'|iも多い。楽しかったという声を聞

くたび，来年も1II1か新機軸を打ち1'l｣,してより楽しいレ

ースにしなければと恩うしだいです。

そして何より，来年も風が吹いてくれますようにと

今から行ないを正しくして，祈り続けたいと思ってい

ます。〈美美〉の金井準一先生おほめの言葉，ありがと

うございました。また来年も肌を吹かせますので，タと

非伽りに来て下さい。
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三宅島レース成績表
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蝶が舞う三宅島レース
<慎記郎＞カヌ総合優勝

荒居達雄

独特のトランサム・ラインにオーナーの家紋のちよ

う(実はプッシーキャッツの岩井オーナーのデザインに

よる|||菖界的に貴重な珍種が描かれている）のく慎記郎〉

は，さすが捕えにくいと他艇にいわしめている。実際

進水からJI1-や3年近くたつが，戸叶，ロバー|､のクォ

ータートンでのあのく神風エキスプレス〉のコンビに

率いられ,NORC公式レースの％トンクラスで絶え
ず1，2位を占めていたが，不忠縦と総合は取ってお

らず，倣差で2位に甘んじている。過去輔21pl洲本・

小網代レースにハーフ｜､ンで勝って以来の久し振りの

総合優勝をかち得た。

ここで今I可のメンバーを紹介すると，オーナー・ス

キッパー蝶野春太郎。カーレース，スキー，ゴルフ1'I1

でもござれの年よりずっと岩い薪人将である。ナビゲ

ーターはまかせて安心。乙--船曇の壷格をもち造船所

でアルバイトをしながら女よりヨットが好きな（？）

糸賀悟ボースン。オーナーに仲人をしてもらい,IMI火

の許Fクルー間でフォアデッキマンとして嶋らし，3(）

才になった呪/{;は円熟|味を出す大竹fﾉ『即。ヨットに衆

りはじめてやっと一・年，糸賀にしごきにしごかれ成災

著しいi1,fi補司郎，」煙恵嗣,II1田郁ｿ)の若手三羽烏。

それに小'|ﾐの7人で，各人がその役',刺をわきまえたチ

ームワーク抜群のメンバーである。

レースはスタート後20分もすると我がく慎記郎〉は

(19)

ポートのクロース・フルメン，ナンハー2ジェノアで

jfulの先頭にたち，波をスパッスパッと心地よくりjっ

ていく。程良いところでタック。風-ドでは大型艇2隻

が先行していってる。我々は％トンのライバル艇のIWj

きをみながら，もう一・｝虻ダッキングを繰り返し，一路

サタドー岬をト'指す。メインをワンポンにおとし，文

字通り大きな島を右舷に兇ながらく値記郎〉は順調に

すべっていく。一時|川秘してハイドロのブームバング

根元部分が吹っ飛ぶ。すかさず糸や人応急処置。少し

のロスで済んだが，我らの胸のうちは，これ以上吹か

ないのを願っていた。夜12時サタドー岬を回航，近く

には，セールのトラブルか上り角度の悪い大型艇がI1II

回もタックを繰り返しては，岸よりに走って潮を避け

ようとしている。我々は3回位のダッキングでi''lとか

岸によっていける。この三宅島はクォータートン・レ

ースで3111I廻っているが，いつもサタドー岬の裏はほ

っと息抜きの出来るよいところである。IﾘIるい時にじ

っくりと兄たいものだ。次の回航,!‘!､(，神津島を朝7I1,,ミ

すぎ'11'ってしばらくして'木1つた，風が無くなってきた

のである。勝手なもので「バングなんかどうでもいい

力､ら凪よ’風よ’吹いてくれ｡」しかし入島に至る迄，

全くのベタ凪である。止まるとタックそしてまた止ま

るとタックをii'i時川も繰り返し,,'i｣)々 にはあまり近よ

らずじっとli､|える。（後続艇は式根や新島に寄りすきﾞ

てか動いてない）デッキでは，若手がよくまあ食うこ

と。食糀豊富なく慎記郎〉だからのくつまくなしllが

動いている。小生なと､，あまり食べない（食べられな

い）ものだから,「抑で､は|ⅢIがおこるか分らないから食

べないでも耐えられる訓練をしろ」などと負け,許しみ

をいってる。風に祈り，潮に感謝し，波をなだめ，遮

を求めてていねいに走る。蝶野オーナーは神津島をIⅢ，

航後ずっとティラーを捉って，ひたすら頑張っている。

大島風lll崎近くにさしかかり，いいスピードで大型艇

がせまってくる。しかしヒールをしてないところをみ

ると，どうやらこの風でリタイヤするのであろうくう

ｼⅢ〉のようだ。船駁がせのような，励ましてくれた

ような一|1ilホットし〕亡気になる。真夜'-|-',慎重に大綱を

かわし,1時すぎ，どうやら3位でフイニッシュのよ

うだ。この風の状態からすると，ひっくり返される可

能性のあるクラスV'IIi:川は遅れそうだ。それを願って

（失礼）ホームポートの三'崎マリンにﾘ111ってくると，

クルーの初鹿野君が，この夜中冷たいビールで迎えて

くれ，こちらのもやいローブと交換だ。

今|画Iはよく海面で会うライバルはレベルレースにい

ってるし，風もおとなしすぎてバングはもったし，い

い連をつかんだ。さあ勝利の乾杯〃

慎記郎〉艇’
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ヨットによる人間教育

私はこの3年間，ワンマ 戸塚
ン・ディンギーを利用して，登

校拒否，非行，自殺，家庭内暴力等

の問題を持つ，情緒障害児を社会復帰さ

せて来ました。

基本的な考えは，これらの子供に一番欠けてい

るのは「精神力」であるから，それを強くしてやれば

現状を打開出来る，という事です。事実，私の所に来

る子供達は，末期症状を呈しており，いかなる方法で

も直らなかった子供ばかりです。期間は子供，家庭，

病状の深さにより，さまざまですが，4年間の登校拒

否が2日間で直る例もあります。平均して1～1.5か

月のトレーニングを行なっております。

「精神力｣を強くする事は,「頑張る事をくせにする」

事と同じ事であり，ヨットはその為の「必然性」とな

ります。

例えば，母親がかまい過ぎて,「行動」する必要がな

くなった為，何も行動をせぬまま大きくなってしまっ

た子供に，行動をさせる為には，動かなければならな

い状態を作ってやれば良いわけです。高校生になって

も，そういう風な子供は重症であり，必然性を作るに

も生存本能に訴えねばならず,「動かなければ死ぬ」と

本気で思わせねばなりません｡冬のワンマン･セーリン

グで，その状態が簡単に作り出せるのは御想像いただ

けると思います。

又，近頃の子供にありがちな，放慢な子供を直すに

は，まず己れ自身を良く分らせてやれば良く，「ヨット

の乗り方」という「理論」と「ヨットに乗る」という

「実際」の間にあるギャップをとことん分らせてやれ

ば良いわけです。これはある程度以上の風の時に乗せ

れば，たちまち悟ってくれ，放慢さが消えるようです。

但し，この場合，コーチの態度も重要なファクターと

なる為，コーチによっては効果の少ない事があります。

口だけ達者な子供の場合。こういう子供はしゃべる

事によって，恐怖を隠したり，労働から逃れたりして

いるわけですから，逃れられない状態を作ってやれば

良く，それこそ，ヨットが一番うまく出来る事です。

目上の者に愛敬ばかりふりまく子供の場合。こうい

う子供はまずしゃべる事の9割が嘘です。女の子の場

合は，顔つきがタレントのようになっているからすぐ

分ります。へらへらしている感じです。又自分では要

領がいいと思っているが，所詮子供で，すぐ底が割れ，・

その為，全く友達がいなくなるようです。この子供達

は，相手が人間である限り，だませると思っています

ので．だませない「自然」を相手にさせると，少しず

つ悟ってくれるわけです。

(20)

宏小学生のくせに妙に大人
びた顔をしていて，学校内で孤

立している子供。殆どの場合，額に

深いたてじわがある。言う事は一人前で

あるが，行動はともなわない。

こういう子供は，いわゆる「母原病」であり，

かなり長い合宿を必要とします。不安定感が強い為，

出来るだけ強くしてやらなければなりません。完全に

失った物を取り戻す事は出来ませんが，実生活にさし

つかえないようにする事は出来ます。

無表情又は表情の乏しい子供。小さな頃から，物質

的，精神的に十分満足させられ，今更何をしてもらっ

ても感激しなくなったのか，又は非常に気が小さく，

全てに強がってみせているうちに，無関心をよそおう

のが一番楽な事がわかり，それが身についてしまった

子供です。重症になってくると，例えば写真にとった

時，口がぽかんと開いていたり，高校生になっても幼

児話をしゃべったりします。こういう子供には精神的

に「飢え」の状態を作ってやれば良く，とりあえず，

恐怖感から，人の助けを求める状態を作ってやります」

これもヨットで簡単に出来ます。

家庭内暴力。今社会的大問題の家庭内暴力は，当ヨ

ット・スクールでは，子供にエネルギーのある証拠で

あり，又直る事を模索している証拠であるので，実に

簡単な事であり，ヨットに乗せ，コーチの接し方さえ

うまくやれば，すぐに直ります。但し，反抗期を家庭

内暴力と間違えてはならず，又，口の暴力も立派な家

庭内暴力です。

自殺。自殺をする子は，我々が考えると，実につま

らぬ理由で死のうとします。しかしそれは本人にとっ

ては，死ぬほどの理由なのだから，もっとつらい目に

あわせてやれば，今までのつまらぬ理由は，死ぬ理由

にはならなくなるわけです。

数例をあげてみましたが，ヨットは，これらの事を

実にうまくやってくれ，他には,これ程効果のある方法

はないようです。又こうなる以前にヨットをやらして

おけば，立派な予防となり，これこそ，我々ヨットマ

ンの目指すべきものだと思います。ヨットで，今，社

会の大問題が解決するのは実に愉快な事です。現在我

々は多くの專門家の援助のもとに治療を行なっており

ますが，我々の扱っている程，重症の子供は大変むず

かしく，気の休まる暇もありません。しかし一般の子

供はきわめて簡単で，誰にでも出来る良い方法だと思

います。いう事をきかぬ子，むやみにあばれる子，入

づきあいの悪い子，親に反抗する子，ひっこみ思案の

子．弱虫等はぜひヨットに乗せてやって下さい。

へ

戸、
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代議員および選挙管理委員会

委員の改選について
NORC協会ニュース

現在任命されている代議員については，昭和54年10

11の第711111理事会において，また選挙管理委員会委員

については社Ⅲ法人'1本外洋帆走協会選挙規則附則第

2号において，いずれもその任期は昭和55年12月31u

までと定められています。

従って，各支部においては代議員の改選を行ない，

12月10IIまでにその候補者を会長宛報告されるようお

願いします。又，選挙管理委員については，新代議員・

の決定後，次期代議員会までにその候補者を会長宛推

薦されるようお願いします。

なお，今l111改選される代議員の数および選挙管理委

典の方々は次のとおりとなっております。

(1)代議典

関東支部大島レース事故対策会議開催

第7回大島・初島レースに参加したくトマホーク〉

乗員の落水事故にともない、事故対策ならびに，緊急

捜索活動への協力態勢の確立のため，関東支部フリー

ト・キャプテン会議に各関連専門委員長をりllえた緊急

対策会議が本部で開かれた。

l.日時昭和55年9H29LI(月)1830～2100

2．場所船舶振興ビルC会議室

3.出席者大儀見糞（支部長）清水栄太郎（専務）

横山晃（安全)I剖東英卿（帆走）

フリート・キャプテン

川久保史郎（諸磯）横沢真則（小網代）

篠原要（油壺）亀井澄夫（江ノ島）

萩原毅（葉1l1)

事務局小林稲富歌田

4.概要

第7回大島･初島レースに参加した外洋帆走艇くト

マホーク〉の事故ならびにその捜索に関する概要服

告が各関係者からおこなわれた｡(概要のため不確定

要素が多く，いずれ関係者から誌上に報告される予

定である）

続いて議事に入り，次のとおり決定された。

(1)今回の捜索救助活動に関しては，関東支部として

出来る限りの物心両面にわたる援助をすることは

当然であるが，取りあえず関東支部基金から|同I運

営規定に基づいて，兇舞金をトマホークのオーナ

ー福原俊雄氏を代表とする收難本部に贈呈するこ

ととして，金和については特MIjの事li'iがない限り

支部長に一任することとされた。

(2)今週末を中心に各フリートは所11釧延により極力捜

索に協力することとなった。

(3)今事故の調査および今後の対策を検討するため，

大島レース事故対策委員会を次のとおり組織する

こととなった。

委員長大儀兄蕪（支部長）

委貝清水宋太郎（卑猫）

嶋田武夫（'附務）

周東英ﾘHI1(帆走委幽長）

横山晃（安全委員長）

篠原要（通信委員長）

武市俊（支部安全委典長）

鎌田稔（支部帆走委員長）

薬師寺千代美（レース・コミッテイー）

（事務肘）

へ

現員数

F心

、｡
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12

7
0

12

4

q
J

O

Q7
ゾ0

正会貝

1173

132

254

160

217

84

97

7

2124

改選議員数

51

6

12

7

11

5

5

1

98

支部名

側來

駿iIII湾

特別会風

370

57

101

41

127

51

50

3

800
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東師

近畿北陸

内柾

I呵内柾

玄海

沖繩

ff!il･

(2)選挙管理委典

支部f1l委幽長｜姿典
|捌叫〔|柵永昭|Ifl松磐朝河消

備考

現委員は

後任者が

就係する

まで，な

おその職

務を行な

う｡

fil畷石神直哉
・
も
Ｉ
●
ず

Ａ
組
＃

、
、
‐
ｆ
ｑ

ｒ
ｊ
－
ｎ

心
ｑ
‐
Ｊ
１篭陽 隅愈IIJ!

大橘良一竹|ﾉ11Mr-

荒牧宏雄粉川千之助

ll1中達雄派;旅1男

内谷新太郎HI中敏IIr{

光安InX尚木下隆一郎

鈴木富雄

粉川龍之助

神lll，ど雄

''1中敬一

小舟3111=

不ｲ［

火椰

近維北陸

|ﾉ1海

|ノリ｜ﾉﾘ柾

玄海

沖繩

へ

fく在

なお，参ぢまでに付言いたしますと，「社団法人H本

外洋帆走協会選挙現11ﾘ第12条3項により，代議此の定

数が10名を超える支部にあっては別に定める方法によ

り分剛して行なうことができる」となっておりますが，

この別に定める方法は||師'154年1011の理事会において

各フリートルfに分'ii;|｣して行なうこととされており，各

支部においては削り当てられた代砿典定数を，各フリ

ート所偶会幽数にて按分し，各フリート毎に選LI',する

こととされている。

従って，規則第13条4に言う予備代鑛貝は，各フリ

ーート毎に按分して選!III!する場合は，各フリート毎にそ

の次点省を当てることとなる。
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／艇名の由来：私は今年からですから始めのことは知り

ませんが，時間を気にしながら，又は時間内で旅行をす

る人。日本人にピッタリの艇名だと思います。あまりす

ばらしいので登録しようかなと思います。このネーミン

グがものすごく気にいっております。／抱負：近県のレ

ースにしろ，クルージングにしろ，出られるのはすべて

出ていく予定です。メンバーも会社員，自営，公務員と

さまざま。可動率100%を目差しております。／クルー

：平均年令28才と高い,平均身長175cmと高い,勝率高い。

全員ハンサム(色男ぞろい)。しかし女性クルーは1人も

来てくれない。職業もいろいろで，何んでも出来る。船

に関しては，すべて。/NORCへの要望：私共のよう

に長崎県など中央よりはずれており，メリットはあまりな

いと思います。しかし入会者が少ないと又遠くなるので，

私も入会させていただき，少しでも多くの人が集まって

くれたら，いまに何かが自分達でできるのではないかと，へ

又考えてくれるものと信じて入会し，これから要望など

出していきますのでお願い致します。泊地の問題等，新

会長に多くを望み，協力も致します。

秋
少
吟
小
．
夕
ｒ
・
多
ｒ
副
Ｊ
ｆ
叺
多
ｙ
ヂ
マ
凸
召
咋
釣
ｆ
Ｙ
も
ｆ
ｊ
４
１

▼
盃
》
》
声
雰
室
室蕊

☆2726AGIIヤマハ2511江の島7.55×5.87×2．

73×1.65杉本義雄，遠藤泰生，佐々 木三男，磯和博，

高橋伸五，茂木知治，大倉博顕山崎統資(共同）／艇

名の由来：代表オーナー杉本氏の職業が，地金商である

ところから，金・銀・白金の英語名は多く船名に使われ

ていますので，元素記号を用い，中で響きの良いAG

（銀)を選びました。現在の艇はその二世号であります。

／抱負：代表オーナーは東京オリンピック以前からの経

験豊富な方であり，その他のメンバーは未経験者ばかり

なので，御指導を賜わって,単なるｸﾙー ジﾝグから，
レースへの参加を目差して頑張って行くつもりでおりま

す｡/クルー：皆ヨットと海に憧れている27才～36才の

青年歯科医であります。ディンギーの楽しさを十分に味

わった人達ばかりです。/NORCへの要望：ヨット・

チャートを利用させて戴いていますが，我々経験の浅い

者にとっては，非常に役立ち，頼りがいのあるものです。

これからも広範囲の発行を心待ちにしております。初心

者向きのヨット・レースの企画を要望いたします。

2727タイム・トラベラ－1I1ニゴルソンー昔佐世保

8.99×8.45×3.10×1.30野村はじめ，松尾晃（共同）

バンナム．ヨットレース写真展の御案内

尾澤征昭氏の今年のパンナムレースの写真展が

下記により開催されますので御案内します。

日時12月11日～171000～1800

場所池袋西武デパートスポーツ館2F

｢1981年シングルハンド太平洋横断ヨットレース参加状況」

明1981年6月7日（日）サンフランシスコをス

タートする予定のシングルハンド太平洋横断ヨシ

トレースは，申込締切日は明年4月7日で，未だ

秘密裏に準備を進めている参加予定者も若干ある

との風聞もありますが,10月20日現在，日本から

33艇，外匡Iからは19艇計52艇の資料請求がありま
した。

外国からの19艇は，アメリカが13,西ドイツは

2，オランダ，フランス，カナダ，英国，各l艇

ずつであります。アメリカの13艇のうち，4艇は
参加確実と兄られており，西ドイツからは第1回

及び第2回のシングルハンド(1969年と1975年）

にも参力IIしたクラウス・ヘフナー氏も早くから興

味を示して来ています。

アメリカのシアトルのアラン・ラザフォード氏

は1978年のサンフランシスコーカウアイ（ハワイ）

のシングルハンド・レースで3着（所要時間）の

実績を持ち，愛艇Cal-40<クエスト号>で出場する

予定で，レーテイングの上限28.0フィートに合う

よう艇を改造しているとの連絡がありました。

へ

日本勢33艇中，このレースのために特に艇を建

造したのが1艇，戸塚宏氏のグループから2艇，

その他既存の愛艇又はチャーター艇での参加を考

慮中の方が12艇で，その内にはアメリカで中古艇

を購入，改造しての参加を考慮中の艇もあるよう

です。日本から参加する人達の悩みは資金と時間

であることは当然ですが，加えて無線従事者免許

であることは，外国人には理解し難いことのよう

です。

無線については現在郵政省と運用周波数，従事

者資格，無線機等について協議，打合せ中ですの

で，参加予定者はNORC通信委員会と緊密な連

絡を取られるようお願いします。
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第3回琵琶湖シリーズ（ポイントレース）成績表
9月21日 レース委員長真田恒男
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’●外洋帆走
訓練となった。受講者の方々には，シート，セール，

ティラーなどの操船に取り組んでもらい，爽快な汗を

流していたのが印象的でありました。

関係者一同の反省会において，外洋ヨット普及．発

展のため，それなりの手応えがあったと評価し，更に

次回ヨット教室も,NORCの協力の基に積極的に行な

って行くことを確認した。

●外洋帆走指導普及講習会●

小樽市民外洋ヨット教室

北海道外洋帆走協会海老名俊男

主催社団法人日本外洋帆走協会

北海道外洋帆走協会

協力北北海道ヨット協会(北海道ヨット協会）

開催日時座学7月19日(土)13:00～15:00

乗艇実習7月20日13:00～16:00

開催場所小樽港共同通船待合室

共同通船ポンツーン

協力艇パルテノス(39ft),メデイクス(30ft),

ウラノス(30ft),コメット(30ft),ガン

バルジャン(25ft),アナーキスト(24ft)

ミルキーウェイ(26ft)

当会においては，第5回のヨット教室を数え，特に

今回は，社団法人日本外洋帆走協会との共催が実現で

きたために，これまでにない盛り上がりとなって，無

事盛会のうちにヨット教室の日程を消化することがで

きました。

尚，講習協力艇は7艇受講者は56名であった。

従来のヨット教室は，単に,「遊覧ヨット」の色合い

が強かったために,「海事思想普及」の主旨としては，

若干物足りないところがあった。そこで新しく座学を

試みた。内容は，ヨットの歴史，帆走理論，帆走方法

などについて，基礎的な講座を行なってみて，熱心な

受講者側から質問が出るほどで，予定の時間をオーバ

ーするほどであった。

乗艇実習は4～6兆の風に恵まれ，2時間の帆走

●編集後記●3年半前の弥生3月，オフショアの編

集を始めてから早くも44号を皆様にお届け致します。

艇を与えられ，舵のとり方とセールのトリムを教えら

れ，あぶなかつし<出航しました。最近ようやくシン

グルハンドの楽しさを味わうようになりましたが，こ

の号で陸に上がることになりました。次号からは相田

さんがより中味の濃いオフショアにして下さいます。

今後は一読者として，新しき地一一京都で楽しませて

いただきます。皆様の御協力に改めて感謝致し，御安

航をお祈り申し上げます。
（福本昌子記）

,亘邑
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と
し
た
深
め
の
Ｖ
字
型
。
ブ
ロ
ー
チ
ン

グ
に
強
い
最
新
の
船
型
と
な
っ
て
い
ま

す
。
微
風
に
は
敏
感
に
。
中
・
強
風
に
は

パ
ワ
フ
ル
に
。
低
速
域
か
ら
高
速
域
ま

で
ム
ダ
の
な
い
安
定
し
た
走
り
つ
ぶ
り

を
発
揮
。
ひ
と
き
わ
伸
び
の
あ
る
帆
走

性
能
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
す
っ
き
り
と

、
ン
ン
・
フ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
デ
ッ
キ
や

そ
し
て
ウ
イ
ン
チ
、
ハ
リ
ャ
ー
ド
類
を

集
中
リ
ー
ド
し
た
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
。
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
時
に
は
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
．
う

で
・
レ
ー
ス
時
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
使

え
る
Ｔ
型
に
使
い
分
け
で
き
ま
す
。
ク

ル
ー
ワ
ー
ク
の
効
率
化
と
安
全
性
を
考

え
た
設
計
で
す
。
キ
ャ
ビ
ン
は
３
タ
イ
プ

に
使
い
分
け
が
可
能
。
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

時
・
レ
ー
ス
時
・
停
泊
時
な
ど
、
状
況
に

応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
自
在
で
す
。

室
内
ス
ペ
ー
ス
を
最
大
限
に
生
か
せ
ま
す
。

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
帆
走
性
能
と
居
住

空
間
の
多
様
性
を
追
求
し
た
ヤ
マ
ハ
鋤

い
ま
、
新
し
い
ク
ル
ー
ザ
ー
エ
イ
ジ
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
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